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郷着遺跡
ごうじゃく いせき

（姫路市広畑区才）の発掘調査成果と現地説明会について 

 
内  容  

一般県道広畑青山線社会資本整備総合交付金事業に伴って、兵庫県教育委員会は(公財)兵庫

県まちづくり技術センターに委託して、郷着遺跡（ごうじゃくいせき）の発掘調査を進めてい

ます。 
調査の結果、弥生時代から平安時代の集落跡が見つかりました。調査成果を公開するため、

下記のとおり現地説明会を開催します。 
 

【調査成果】 
別紙１「郷着遺跡調査成果の概要」のとおり 

 
【現地説明会】 

日時：平成 30年 12 月 22 日(土) 13:30～15:00  

   場所：郷着遺跡発掘調査現場（姫路市広畑区才） 
 

 【資料】 別紙１、２ 
 
〈現地説明会にかかる問い合わせ先〉 

郷着遺跡現地事務所 
     担当 西口圭介副課長、久保弘幸技術専門員、乘本愛実臨時的専門職員 

℡ ０７９（２３９）１５８８  (平日 12:10～13:00、17:00～18:00) 
 

〈遺跡の内容にかかる問い合わせ先〉 

（公財）兵庫県まちづくり技術センター 

     担当 埋蔵文化財調査部次長 甲斐 昭光 

        ℡ ０７９（４３７）５５６１（平日） 

兵庫県立考古博物館 

     担当 埋蔵文化財課長 中川 渉 

        ℡ ０７９（４３７）５５９５（平日） 



別紙１         

郷着遺跡調査成果の概要 

 
１ 遺 跡 名  郷着遺跡（ごうじゃくいせき） 

２ 遺跡の種別  集落遺跡 

３ 遺跡の時代  弥生時代～平安時代 

４ 所 在 地  姫路市広畑区才 

５ 調 査 面 積  約４，８００㎡（うち調査終了は約３，８００㎡） 

６ 調 査 期 間  10 月３日～２月８日（予定） 

７ 調 査 原 因   一般県道広畑青山線社会資本整備総合交付金事業 

８ 調 査 主 体 兵庫県教育委員会 

９ 調 査 機 関 （公財）兵庫県まちづくり技術センター埋蔵文化財調査部 

西口圭介副課長、久保弘幸技術専門員、乘本愛実臨時的専門職員 

10 調査の概要 

（１）遺跡の立地 

郷着遺跡はなだらかに南へ伸びる扇状地に位置しています。微高地上には集落が立地し、川跡

であったやや低い場所には、溝や水田が広がっています。 
（２）調査の概要 

東西約25ｍ、南北約180ｍの細長い調査区を３分割して調査を進めています。JR山陽本線沿い

のＡ地区（約2,000㎡）、その南東のＢ地区（約1,800㎡）、Ｂ地区西側のＣ地区（約1,000㎡）か

らなります。現在、Ａ・Ｂ地区の調査をほぼ終了し、Ｂ地区は大半を埋め戻しています。 

【Ａ地区】 

古墳時代前期の竪穴住居跡７棟や溝などが見つかっています。 

竪穴住居跡の平面の形は長方形が多く、規模は長辺４～4.5ｍ、短辺３～3.5ｍ程度です。狭い

場所に重複している部分もあり、同じような場所で建て替えられたことが分かります。 

溝は２本見つかっています。西側の溝は、幅約３ｍ、深さ約50㎝の大きさで、東側の溝は、幅

約2.5ｍ、深さ約70㎝、長さ60ｍ以上にわたり南に伸びています。両方の溝からは、祭祀に使用

されたであろうミニチュア土器を含む多量の土器が出土しました。また、溝の底からは土坑が３

基見つかっています。うち２基からは木製品が出土しており、１つは机の脚と考えられます。 

また、弥生時代後期の川跡（幅７ｍ、深さ１ｍ前後）も見つかり、多量の土器が出土している

ことから、近隣に同時代の集落が存在する可能性があります。 

【Ｂ地区】 

弥生時代後期から古墳時代前期の溝、古墳時代後期（６世紀代）の竪穴住居跡や土坑、奈良時

代から平安時代（８世紀後半～９世紀代）の掘立柱建物跡２棟と井戸２基が見つかっています。

平安時代の井戸からは木箱を転用した水溜めと「門」と墨書された須恵器椀の蓋が出土しました。 

 
11 ま と め 

（１） 当地域における初めての大規模な発掘調査により、この地に弥生時代から平安時代にかけ 

て営まれた集落遺跡があることが分かりました。 

（２） 古墳時代前期の竪穴住居跡７棟と、土器を多量に含む溝が見つかりました。溝は、下流の  

水田への用水路と思われ、出土した遺物から水に係わる祭祀も行ったとみられます。 

（３） 弥生時代後期の遺物を多量に含む川跡が見つかったため、近隣に同時期の集落があると考 

えられます。 

（４） 奈良時代から平安時代の掘立柱建物跡や井戸が見つかりました。大型の掘立柱建物跡の大

半は未調査のＣ地区に伸びており、遺跡の広がりや性格は今後明らかになります。 



 
A 地区全景（南から） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

A 地区 古墳時代前期の竪穴住居跡群（東から） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

A 地区 土坑内から出土した木製品（机の脚部） 

郷着遺跡提供写真
別紙２ 


